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１．研究概要 

シーケンスの勉強を通してシーケンス制御

に興味を持ち、シーケンス制御に使う PLC の

仕組みを深く知ろうと思い実際に製作してみ

た。 

 

２．研究の具体的内容 

(１)全体の構成  

課題研究で製作した PLC は、簡単に手に入

れることのできるワンチップマイコンを使っ

てシーケンスプログラムを実行するタイプの

ものを製作した。ワンチップマイコンとして

Microchip 社製の PIC を使用した。PIC には

CPU、メモリ、I/O などが 1 チップに収められ

る。 

 

CPU 部分 

CPU は PIC16F84 を使用した PIC16F84 は入

出力ピンが 13 本あり、各ピンはすべて入出力

を使用できるが、入力用に８本、出力用に５

本で使用することにした。入力、出力とも ON、

OFF の状態を目で確認できるようにモニター

用の LED を接続してある。 

 

入力部分 

入力機器と電気的に絶縁するためにフォト

カプラを使用した。 

 

図１ 入力部 

出力部分 

PIC の出力だけでは大容量の駆動ができな

いため、図２のようにバッファを通してリレ

ーを駆動させ、リレーの接点を出力とした。 

リレー出力なので 100V、１A 程度の容量の

出力機器を ON、OFF できる。 

 

図２ 出力部 

(２)製作 

 PIC、入力回路、出力回路などをユニバーサ

ル基板に取り付けて１本、１本被覆線で配線

して製作した(写真１、写真２)。 

 

写真１ 製作ユニバーサル基板(表) 

 
写真２ 製作ユニバーサル基板(裏) 

ケースには端子台、スイッチ、電源コネク

タ、モニター用 LED 基板を取り付け、ユニバ
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ーサル基板とコネクタで接続できるようにし

た。これらをケースの中に入れ完成した PLC

の写真を示す(写真３)。

 

写真３ 完成した PLC 

ケースには端子番号やポートの位置などを

わかりやすくするためシールを張り付けた。 

 

(３)ソフトウェア 

PLC に書き込むためのシーケンスプログラ

ムを作るために「連枝」というソフトを使用

した。「連枝」はラダー図(図３)を、機械語に

コンパイルしてくれるソフトで、動作確認画

面(図４)でシーケンス回路の動作確認もでき

る。連枝で作られた PIC の機械語は、PICkit3

という書き込み装置を使って PIC へと書き込

む(写真４)。 

 

図３ 連枝画面 

 

図４ 動作確認画面 

 

写真４ PLC へプログラムを書き込む様子 

 

３．研究のまとめ  

今回の課題研究では、PLC の内部の構造や、

どのように動作しているのかなど PLC のこと

を深く知ることができた。岡工祭では、技能

士試験用に使用する試験盤(写真５)に完成し

た PLC を接続し、技能検定試験３級で出題さ

れる実技問題のシーケンスプログラムを作成

してベルトコンベアーを自動運転することが

できた。このことからも十分に実用できる

PLC を自作することができたと思う。 

 

写真５ 試験盤 
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